
JP 2012-185189 A 2012.9.27

10

(57)【要約】
【課題】本発明は、保持部に対する試料容器の取付けを
確実に行うようにした試料ホルダを提供する。
【解決手段】試料ホルダ６は、試料容器（光学セル）９
内の試料によって発生する被測定光を観測する積分球に
対して着脱自在に取り付けられる。この試料ホルダ６は
、試料容器９を挟持する弾性部材１４，１７を有する保
持部１０と、保持部１０に嵌め込まれることで保持部１
０を加圧する固定部材１１と、を備える。そして、固定
部材１１による加圧により、弾性部材１４，１７が試料
容器９を押さえつけて保持部１０が試料容器９を挟持す
る。このような構成によって、保持部１０に対して試料
容器９を確実に取り付けることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料容器内の試料によって発生する被測定光を観測する積分球に対して着脱自在に取り
付けられる試料ホルダにおいて、
　前記試料容器を挟持する弾性部材を有する保持部と、
　前記保持部が嵌め込まれることで前記保持部を加圧する固定部材と、を備え、
　前記固定部材による加圧により、前記弾性部材が前記試料容器を押さえつけて前記保持
部が前記試料容器を挟持することを特徴とする試料ホルダ。
【請求項２】
　前記保持部は前記積分球に取付けられるフランジ部を有し、前記弾性部材は、前記フラ
ンジ部よりも上方に位置することを特徴とする請求項１記載の試料ホルダ。
【請求項３】
　前記保持部は、第１の半部と第２の半部とからなり、前記弾性部材は、前記第１の半部
に設けられた第１の弾性部材と、前記第２の半部に設けられた第２の弾性部材とからなり
、前記第１の弾性部材と前記第２の弾性部材とで前記試料容器を挟持することを特徴とす
る請求項１又は２記載の試料ホルダ。
【請求項４】
　前記保持部は、前記積分球内に挿入される側の第１の端部と、前記積分球の外側に配置
される第２の端部とを有し、
　前記固定部材が前記保持部を加圧する位置は、前記第１の弾性部材の中心位置及び前記
第２の弾性部材の中心位置よりも前記保持部の前記第１の端部に近いことを特徴とする請
求項３記載の試料ホルダ。
【請求項５】
　前記保持部の外面には、前記固定部材に嵌め込まれて押圧される張り出し部が設けられ
、
　前記固定部材の内周面には、前記張り出し部を押圧する凸部が形成され、
　前記保持部の内面には、前記試料容器を挟持する前記弾性部材が設けられ、前記保持部
を加圧する方向において、前記弾性部材と前記張り出し部とが対向して配置されているこ
とを特徴とする請求項１記載の試料ホルダ。
【請求項６】
　前記張り出し部には、前記固定部材への挿入側にテーパ部が形成されていることを特徴
とする請求項５記載の試料ホルダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、試料容器内の試料に励起光を照射することによって発生する被測定光を観測
する積分球に対して着脱自在な試料ホルダに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　被測定光が放射状に発生する試料の光強度を測定するために積分球が用いられている。
積分球は、球状の本体内壁に高拡散反射粉末が塗布されていて、試料から被測定光が放射
状に発生すると、その高拡散反射粉末により被測定光が多重拡散反射される。そして、拡
散反射された光が光検出器に入射し、その出力信号が光強度計に導かれて被測定光の強度
が測定される。そのような積分球は下記特許文献１～３に開示されている。
　積分球で測定される試料は、光学セルと呼ばれるガラス製の反応管（試料容器）内に収
容され、このセルは、試料ホルダに取り付けられた状態で積分球内に挿入される。この試
料ホルダは、例えば、特許文献４に開示されているように、２分割されている。そして、
一方の試料ホルダ半部と他方の試料ホルダ半部とでセルより延在する棒状の枝管を挟み込
み、試料ホルダ半部同士をネジによって連結することで、試料ホルダにセルが固定され、
また、ネジを外すことで、試料ホルダからセルを外すことができる。



(3) JP 2012-185189 A 2012.9.27

10

20

30

40

50

【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第２５１７１０２号公報
【特許文献２】特許第２８１１５６５号公報
【特許文献３】特公昭５４－３５１１４号公報
【特許文献４】特開２００７－８６０３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、様々な種類の試料を積分球によって短時間で測定する場合、試料ホルダ
にセルを素早く取り付ける必要があるが、従来にあっては、試料ホルダにセルを取り付け
る手段としてネジが利用されているので、ネジ山の潰れによって、セルを試料ホルダに確
実に固定することができない虞があった。
【０００５】
　本発明は、保持部に対する試料容器の取付けを確実に行うようにした試料ホルダを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、試料容器内の試料によって発生する被測定光を観測する積分球に対して着脱
自在に取り付けられる試料ホルダにおいて、
　試料容器を挟持する弾性部材を有する保持部と、
　保持部が嵌め込まれることで保持部を加圧する固定部材と、を備え、
　固定部材による加圧により、弾性部材が試料容器を押さえつけて保持部が試料容器を挟
持することを特徴とする。
【０００７】
　また、保持部は積分球に取付けられるフランジ部を有し、弾性部材は、フランジ部より
も上方に位置すると好適である。
【０００８】
　また、保持部は、第１の半部と第２の半部とからなり、弾性部材は、第１の半部に設け
られた第１の弾性部材と、第２の半部に設けられた第２の弾性部材とからなり、第１の弾
性部材と第２の弾性部材とで試料容器を挟持すると好適である。
【０００９】
　また、保持部は、積分球内に挿入される側の第１の端部と、積分球の外側に配置される
第２の端部とを有し、固定部材が保持部を加圧する位置は、第１の弾性部材の中心位置及
び第２の弾性部材の中心位置よりも保持部の第１の端部に近いと好適である。
【００１０】
　また、保持部の外面には、固定部材に嵌め込まれて押圧される張り出し部が設けられ、
固定部材の内周面には、張り出し部を押圧する凸部が形成され、保持部の内面には、試料
容器を挟持する弾性部材が設けられ、保持部を加圧する方向において、弾性部材と張り出
し部とが対向して配置されていると好適である。
【００１１】
　また、張り出し部には、固定部材への挿入側にテーパ部が形成されていると好適である
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、保持部に対する試料容器の取付けを確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】積分球に本発明に係る試料ホルダを装着した状態を示す断面図である。
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【図２】本発明に係る試料ホルダを示す分解斜視図である。
【図３】本発明に係る試料ホルダ及び光学セルを示す斜視図である。
【図４】本発明に係る試料ホルダを示す断面図である。
【図５】第１の半部と第２の半部との間にＶ字状の隙間が発生している状態を示す正面図
である。
【図６】保持部の底面図である。
【図７】試料ホルダ用治具を示す斜視図である。
【図８】試料ホルダの開閉アームを開いた状態を示す斜視図である。
【図９】治具に固定される底板を示す斜視図である。
【図１０】治具の平面図である。
【図１１】治具に保持部及び光学セルをセッティングした状態を示す斜視図である。
【図１２】治具を用いて、試料ホルダに対する光学セルのセッティングが完了した状態を
示す斜視図である。
【図１３】キャップの回転を示す平面図である。
【図１４】本発明に係る試料ホルダの他の実施形態を示す断面図である。
【図１５】本発明に係る試料ホルダのさらに他の実施形態を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しつつ本発明に係る試料ホルダの好適な実施形態について詳細に説明
する。
【００１５】
　図１に示されるように、光検出装置１は、試料に励起光を照射することによって発生す
る被測定光を観測する積分球２と、積分球２にネジによって着脱可能に取り付けられる試
料ホルダ４，６と、励起光を積分球２内に導入するための励起光用光ファイバホルダ３と
、被測定光を取得するための図示しない光検出光用ファイバホルダと、２つの接地面７ａ
、７ｂを有するＬ字形の架台７とを備えている。そして、積分球２は、取り付けねじ８に
よって架台７に取り付けられている。
【００１６】
　試料ホルダ４に保持した試料を測定する場合、励起光の光軸Ｌが鉛直線に沿うように、
架台７の接地面７ａを下にした状態で光検出装置１をセットする。ここで、試料ホルダ４
は、主として固形試料、粉末試料などの測定に使用され、これらの試料Ｓはガラス等の基
板に塗布された形態で試料ホルダ４に保持されても良いし、シャーレ等の容器に収容され
た形態で試料ホルダ４に保持されても良い。
【００１７】
　励起光用光ファイバホルダ３に取り付けられている光ファイバ（図示しない）は、図示
しない励起光源に接続されている。励起光源から出射された励起光は光ファイバを通って
励起光用光ファイバホルダ３のレンズに導かれる。その励起光は、光軸Ｌに沿って積分球
２内に導かれ、試料ホルダ４に載置されている試料Ｓに照射される。
【００１８】
　励起光が試料Ｓに照射されると、その励起光を吸収した試料Ｓから被測定光が発生する
。その被測定光は、積分球２の内壁にコーティングされた硫酸バリウム等の拡散反射剤に
より多重拡散反射される。この拡散反射された被測定光は、図示しない光検出用光ファイ
バホルダに取り付けられている光ファイバに入射される。この光ファイバは光検出器、例
えば、マルチチャンネル光検出器（図示しない）に接続されている。従って、被測定光は
光ファイバを通ってマルチチャンネル光検出器に導かれ、マルチチャンネル光検出器が検
出した測定データはデータ処理され、モニタに被測定光の強度の測定値が表示される。
【００１９】
　試料ホルダ６は、主として色素等が溶解された液体試料Ｒの測定に使用され、試料Ｒは
、光学セル９と呼ばれるガラス製の容器内に収容された形態で試料ホルダ６に保持される
。また、光学セル９は、試料Ｒが収容される四角柱形状の中空のセル本体９ａと、セル本
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体９ａから管状に延在する棒状の枝管９ｂとからなる。この試料ホルダ６は、積分球２に
設けられた台座部２ａにネジを介して固定され、試料Ｒを測定する場合、励起光の光軸Ｌ
が水平線に沿うように、架台７の接地面７ｂを下にした状態で光検出装置１をセットする
。
【００２０】
　励起光用光ファイバホルダ３に取り付けられている光ファイバ（図示せず）から出射さ
れた励起光を、光学セル（試料容器）９内に収容されている溶液試料Ｒに照射すると、そ
の励起光を吸収した溶液試料Ｒから被測定光が発生する。その被測定光は、積分球２の内
壁にコーティングされた硫酸バリウム等の拡散反射剤により多重拡散反射される。この拡
散反射された被測定光は、図示しない光検出用光ファイバホルダに取り付けられている光
ファイバに入射される。この光ファイバは光検出器、例えば、マルチチャンネル光検出器
（図示しない）に接続されている。従って、被測定光は光ファイバを通ってマルチチャン
ネル光検出器に導かれ、マルチチャンネル光検出器が検出した測定データはデータ処理さ
れ、モニタに被測定光の強度の測定値が表示される。
【００２１】
　次に、試料ホルダ６について詳細に説明する。
【００２２】
　図２～図４に示されるように、試料ホルダ６は、ガラス製の光学セル（試料容器）９の
枝管９ｂを挟持する保持部１０と、保持部１０の外面１０ａから保持部１０の中心へ向か
って内側方向に保持部１０を加圧して、保持部１０によりセル９の枝管９ｂを挟持する金
属（例えばアルミニウム）製の固定部材１１とからなる。
【００２３】
　円筒状の保持部１０は、セル９の枝管９ｂの保持を可能にする第１の半部１２と第２の
半部１３とからなり、第１の半部１２と第２の半部１３は略同一形状をなし、各半部本体
１２Ｐ，１３Ｐは、金属（例えばアルミニウム）によって形成されている。第１の半部１
２は、シリコン樹脂からなる第１の弾性部材１４が半部本体１２Ｐの上半分に固定された
上側部１２Ａと、光拡散反射材（例えば、スペクトラロン（Labsphere 社の商品名））か
らなる光反射部１５が半部本体１２Ｐの下側に固定された下側部１２Ｂと、上側部１２Ａ
と下側部１２Ｂとの間に形成された第１のフランジ部１６とを有している。
【００２４】
　同様に、第２の半部１３は、シリコン樹脂からなる第２の弾性部材１７が半部本体１３
Ｐの上半分に固定された上側部１３Ａと、光拡散反射材（例えば、スペクトラロン（Labs
phere 社の商品名））からなる光反射部１８が半部本体１３Ｐの下側に固定された下側部
１３Ｂと、上側部１３Ａと下側部１３Ｂとの間に形成された第２のフランジ部１９とを有
している。なお、第１の半部１２と第２の半部１３とを突き合わせたときに、保持部１０
の中央には、セル９の枝管９ｂと略同じ径の貫通孔１０Ａが形成される（図６参照）。
【００２５】
　第１の半部１２の上側部１２Ａに形成された四角柱形状の凹部２０ａ内に第１の弾性部
材１４が収容されている。この第１の弾性部材１４は、矩形の樹脂製ベース板２１に接着
固定され、ベース板２１は、上側部１２Ａの外側から凹部２０ａまで達するネジ２２によ
って凹部２０ａの底壁面に固定されている。ネジ２２の採用により、第１の弾性部材１４
は、交換可能になっている。さらに、第１の半部１２には、凹部２０ａから下端に向かっ
て延在する半円柱形状の凹部２０ｂが形成されている。同様に、第２の半部１３の上側部
１３Ａに形成された四角柱形状の凹部２３ａ内に第２の弾性部材１７が収容されている。
この第２の弾性部材１７は、矩形の樹脂製ベース板２４に接着固定され、ベース板２４は
、上側部１３Ａの外側から凹部２３ａまで達するネジ２５によって凹部２３ａの底壁面に
固定されている。ネジ２５の採用により、第２の弾性部材１７は、交換が可能になってい
る。さらに、第２の半部１３には、凹部２３ａから下端に向かって延在する半円柱形状の
凹部２３ｂが形成されている。
【００２６】
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　第１の半部１２の下側部１２Ｂの下端に形成された凹部２６内に光反射部１５の上部が
挿入され、光反射部１５は、下側部１２Ｂの外側から凹部２６まで達するネジ（図示せず
）によって下側部１２Ｂに固定され、ネジの採用により、光反射部１５は、交換可能にな
っている。同様に、第２の半部１３の下側部１３Ｂの下端に形成された凹部２８内に光反
射部１８の上部が挿入され、光反射部１８は、下側部１３Ｂの外側から凹部２８まで達す
るネジ１８ａによって下側部１３Ｂに固定され、ネジ１８ａの利用により、光反射部１８
は、交換可能になっている。
【００２７】
　第１の半部１２の合わせ面１２ａには、円柱状の突起部３０が設けられ、第２の半部１
３の合わせ面１３ａには、円柱状の窪み部３１が設けられている。そして、第１の半部１
２の合わせ面１２ａと第２の半部１３の合わせ面１３ａとを突き合わせたときに、突起部
３０が窪み部３１内に入り込み、第１の半部１２に対する第２の半部１３の位置ズレが防
止され、第１の弾性部材１４と第２の弾性部材１７とでセル９の枝管９ｂを確実に挟持す
ることができる。
【００２８】
　弾性部材１４，１７の採用は、ガラスやプラスチックなどの損傷し易い材料で成形され
ている光学セル（試料容器）９を保持部１０に固定する場合に適している。さらには、弾
性部材１４，１７がセル９の枝管９ｂにしっかりと押し付けられるので、保持部１０にセ
ル９を確実に固定させることができる。
【００２９】
　図２～図５に示されるように、第１の半部１２と第２の半部１３との突き合わせ状態及
び第１の弾性部材１４と第２の弾性部材１７とによるセル９の枝管９ｂの挟持状態を維持
させるために、キャップ（固定部材）１１が利用されている。このキャップ１１は、保持
部１０を覆うように保持部１０に被せられる。キャップ１１の頂壁１１ａには枝管９ｂが
挿通する開口部１１ｂが形成され、キャップ１１の外周壁１１ｃには、開口部１１ｂから
外周壁１１ｃの遊端まで延在する略Ｌ字状の切欠き部３２が形成されている。そして、切
欠き部３２の幅Ｗは、枝管９ｂの直径Ｄより大きくなっている。よって、セル９の枝管９
ｂをキャップ１１の切欠き部３２から差し込むことができるので、キャップ１１を保持部
１０に装着する際の作業性が良くなる。
【００３０】
　図４及び図５に示されるように、キャップ１１の切欠き部３２からセル９の枝管９ｂを
差し込み、キャップ１１の開口部１１ｂまで枝管９ｂを到達させる。その後、枝管９ｂに
沿ってキャップ１１を押し下げることにより、Ｖ字状に開いた第１の半部１２と第２の半
部１３とが突き合わされ、弾性部材１４，１７がセル９の枝管９ｂに押し付けられる。こ
の場合、キャップ１１は、保持部１０の外周壁１１ｃから保持部１０の内側に向かってす
なわち貫通孔１０Ａ（図６参照）を通る中心軸線Ｙに向かって保持部１０を加圧する。
【００３１】
　また、キャップ１１の内周面１１ｄの下端には、保持部１０の外面１０ａに形成された
リング状の張り出し部１０ｂに当接するＣ字状の凸部３３が設けられている。この凸部３
３は保持部１０の張り出し部１０ｂの表面に押し付けられるので、キャップ１１の外れ防
止に寄与し、弾性部材１４，１７はセル９の枝管９ｂにしっかりと押し付けられる。
【００３２】
　さらに、保持部１０において、積分球２内に挿入される側を第１の端部１０ｃとし、積
分球２の外側に配置される側を第２の端部１０ｄとすると、キャップ１１が保持部１０を
加圧する位置すなわちキャップ１１の凸部３３が保持部１０の張り出し部１０ｂを押圧す
る位置は、第１の弾性部材１４の中心位置及Ｇ１及び第２の弾性部材１７の中心位置Ｇ２
よりも保持部１０の第１の端部１０ｃに近づいている。
【００３３】
　したがって、積分球２内に挿入される第１の端部１０ｃ側で保持部１０がキャップ１１
により加圧されているので、第１の半部１２と第２の半部１３とを第１の端部１０ｃ側で
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密着させることができる。その結果として、第１の端部１０ｃ側における第１の半部１２
と第２の半部１３との合わせ部分の隙間を無くすことができ、これによって、積分球２内
の光が保持部１０から漏れ出すことが防止され、測定誤差の防止が図られている。
【００３４】
　図４に示されるように、キャップ１１の内周面１１ｄと、保持部１０の外周面１０ａと
の間に隙間Ａが設けられている。このような隙間Ａによって、図５に示されるように、第
１の半部１２と第２の半部とで保持部１０がＶ字状に開いた状態で、張り出し部１０ｂの
上端に設けられたテーパ部１０ｅまでキャップ１１を上から被せることができる。この状
態から、矢印Ｂ方向にキャップ１１を押し下げることによって、キャップ１１の凸部３３
が保持部１０の張り出し部１０ｂを内側に向けて押圧しながら、Ｖ字状に開いた第１の半
部１２の合わせ面１２ａと第２の半部１３の合わせ面１３ａとが突き合わされる。したが
って、保持部１０に対してキャップ１１を上から押し付けるようにして嵌め込むことがで
き、キャップ１１のワンタッチ装着が可能になる。
【００３５】
　図２に示されるように、保持部１０の第１の半部１２の頂部には、きのこ形状の抜け止
めピン（抜け止め手段）３５が突出している。キャップ１１の頂壁１１ａには、開口部１
１ｂから延びてピン３５の通過を可能にしたキャップ回り止め用の溝部３６が形成されて
いる。図１３に示されるように、矢印Ｃ方向にキャップ１１を回すと、この溝部３６内に
ピン３５が入り込み、ピン３５のヘッド部３５ａによって、キャップ１１が保持部１０か
ら抜け落ちることない。
【００３６】
　この試料ホルダ６には、保持部１０の外周面１０ａから保持部１０の内側に向かって保
持部１０を加圧して、保持部１０によりセル９の枝管９ｂを挟持するキャップ１１が採用
されている。このようにキャップ１１は、保持部１０に対して装着し易く、保持部１０に
対するセル９の取付け作業性を良好にしている。しかも、保持部１０の外周面１０ａから
内側に向かって保持部１０を加圧する力は、しっかりとセル９を保持部１０に固定させる
のに最適である。そして、試料ホルダ６にセル９を素早く取り付けることができので、様
々な種類の試料を積分球２によって短時間で測定することができる。
【００３７】
　前述した固定部材として採用されているキャップに代えて、金属又は樹脂からなる弾性
材料によって成形された帯状の締結バンド又はクリップを利用してもよい。
【００３８】
　前述した試料ホルダ６と光学セル９との相対的な位置関係を調整するための試料ホルダ
用治具４０について詳細に説明する。
【００３９】
　図７～図９に示されるように、治具４０は、保持部１０の第１の半部１２が上面４１ａ
に載置される治具本体（第１の部材）４１と、保持部１０の第２の半部１３が上面４２ａ
に載置される開閉アーム（第２の部材）４２と、治具本体４１に対して開閉アーム４２を
水平方向に開閉させるために、治具本体４１の上端に開閉アーム４２の端部を連結するヒ
ンジ部４３とを備えている。
【００４０】
　半円筒状の治具本体４１のセル収容空間Ｐの下端側において、治具本体４１には、セル
本体９ａの嵌り込みを予定した矩形の穴４４ａを有する位置調整板４４が固定され、この
穴４４ａ内にセル本体９ａが入り込むことで、試料ホルダ６と光学セル９との相対的な位
置関係が調整される。また、治具本体４１の下端には円形の底板４５がネジ止めされ、セ
ル本体９ａの底面は底板４５上に載置される。
【００４１】
　治具本体４１の上面４１ａには、保持部１０の第１の半部１２に設けられた第１のフラ
ンジ部１６が嵌り込む第１の位置決め用凹部４６が形成されている。開閉アーム４２の上
面４２ａには、保持部１０の第２の半部１３に設けられた第２のフランジ部１９が嵌り込
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む第２の位置決め用凹部４７が形成されている。凹部４６，４７内にフランジ部１６，１
９を上から嵌め込むことによって、治具４０と試料ホルダ６の保持部１０との相対的な位
置調整がなされる。
【００４２】
　このように、治具４０の上面４１ａ，４２ａに第１及び第２の位置決め用凹部４６，４
７を形成することは、保持部１０の自重及び第１及び第２のフランジ部１６，１９の有効
活用を図ることができる。さらに、フランジ部１６，１９は、治具４０の上面４１ａ，４
２ａに載置される第１及び第２の半部１２，１３の着座安定性を高めている。
【００４３】
　図１０に示されるように、第１の位置決め用凹部４６において、治具本体４１の上面４
１ａには、第１の半部１２の第１のフランジ部１６の底面に設けられた第１の孔部５１（
図６参照）内に挿入される第１の落下防止用ピン５２が設けられている。同様に、第２の
位置決め用凹部４７において、開閉アーム４２の上面４２ａには、第２の半部１３の第２
のフランジ部１９の底面に設けられた第２の孔部５３（図６参照）内に挿入される第２の
落下防止用ピン５４が設けられている。
【００４４】
　そして、治具４０の第１及び第２の位置決め用凹部４６，４７内に第１及び第２の半部
１２，１３の第１及び第２のフランジ部１６，１９を上から嵌め込むことによって、第１
の落下防止用ピン５２が第１のフランジ部１６の孔部５１内に入り込み、第２の落下防止
用ピン５４が第１のフランジ部１９の孔部５３内に入り込む。このような構成によって、
図１１に示されるように、治具本体４１に第１の半部１２を載せ、開閉アーム４２に第２
の半部１３を載せた状態で、開閉アーム４２を水平方向に開いた場合でも、治具本体４１
及び開閉アーム４２から第１及び第２の半部１２，１３が落下することなく、第１及び第
２の半部１２，１３の自重を利用して、治具本体４１及び開閉アーム４２に第１及び第２
の半部１２，１３を確実に載置させることができる。
【００４５】
　さらに、治具本体４１の上面４１ａには、目印として機能するピン５５が設けられ、第
１の半部１２の第１のフランジ部１６には、ピン５５の挿入を可能にした切欠き溝５６（
図６参照）が設けられている。このような構成によって、治具本体４１の上面４１ａに第
２の半部１３が誤装着されることを防止でき、治具本体４１及び開閉アーム４２に第１及
び第２の半部１２，１３を載置させる際の作業性が良好になる。
【００４６】
　試料ホルダ６にセル９を取り付ける手順について簡単に説明する。
【００４７】
　図１１に示されるように、治具本体４１に第１の半部１２を載せ、開閉アーム４２に第
２の半部１３を載せ、この状態で、開閉アーム４２を水平方向に開く。そして、治具４０
に設けられた位置調整板４４の穴４４ａ内にセル本体９ａを上から差し込む（図１０参照
）。その後、図１２に示されるように、開閉アーム４２を閉じる。そして、キャップ１１
の切欠き部３２からセル９の枝管９ｂを差込み、キャップ１１の開口部１１ｂまで枝管９
ｂを到達させる。その後、枝管９ｂに沿ってキャップ１１を押し下げることにより、Ｖ字
状に開いた第１の半部１２と第２の半部１３とが密着し、弾性部材１４，１７がセル９の
枝管９ｂに押し付けられる（図４及び図５参照）。そして、矢印Ｃ方向（図１３参照）に
キャップ１１を回すと、この溝部３６内にピン３５が入り込み、試料ホルダ６にセル９を
セッティングする作業が完了する（図１２参照）。
【００４８】
　前述したように、試料ホルダ用治具４０にあっては、治具本体４１に対して開閉アーム
４２を開いた状態で、治具本体４１の上面４１ａに保持部１０の第１の半部１２を載置す
ることができ、開閉アーム４２の上面４２ａに保持部１０の第２の半部１２を載置するこ
とができるので、保持部１０から手を離しても、治具４０から保持部１０が落下すること
がない。
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【００４９】
　さらに、ヒンジ部４３の採用により、治具本体４１に対して開閉アーム４２を水平方向
に開閉させることができるので、治具４０にセル９を簡単にセッティングすることができ
る。このように、治具４０は、治具本体４１に対して開閉アーム４２がヒンジ部４３を介
して水平方向に回動自在になっているので、保持部１０に対する光学セル９の取付け作業
を楽に行うことができ、セル９を試料ホルダ６に取り付ける際の手間や時間を大幅に減ら
すことができる。よって、試料ホルダ６にセル９を素早く取り付けることができ、作業時
間の短縮を可能して、様々な種類の試料を積分球２によって短時間で測定することができ
る。
【００５０】
　図１４に示されるように、キャップ６０の内周面６０ａには、保持部１０の外面１０ａ
に形成されたリング状の張り出し部１０ｂの表面に当接する凸部６１が設けられている。
この凸部６１は、キャップ本体６２の内周面６０ａにゴムなどの弾性体６３が接着固定さ
れることによって形成されている。そして、キャップ６０を保持部１０に嵌め込むことに
よって、弾性体６３が保持部１０の張り出し部１０ｂに圧着され、保持部１０からキャッ
プ６０が外れにくくなる。
【００５１】
　図１５に示されるように、保持部７０の第１及び第２の半部７１，７２の外面には雄ネ
ジ部７１ａ，７２ａが設けられ、キャップ８０の内周面８０ａには雌ネジ部８１が設けら
れている。そして、第１の半部７１と第２の半部７２とを突き合わせた状態で、保持部７
０にキャップ８０を嵌め、キャップ８０を回すことによって、保持部７０の雄ネジ部７１
ａ，７２ａに対してキャップ８０の雌ネジ部８１が螺合する。
【符号の説明】
【００５２】
　２…積分球、６…試料ホルダ、９…光学セル（試料容器）、９ａ…セル本体、９ｂ…枝
管、１０，７０…保持部、１０ａ…保持部の外面、１０ｃ…保持部の第１の端部、１０ｄ
…保持部の第２の端部、１１，６０，８０…キャップ（固定部材）、１１ｄ…キャップの
内周面、１２，７１…第１の半部、１３，７２…第２の半部、１４…第１の弾性部材、１
６…第１のフランジ部、１７…第２の弾性部材、１９…第１のフランジ部、３３，６１…
凸部、３５…抜け止めピン（抜け止め手段）、３６…溝部、４０…試料ホルダ用治具、４
１…治具本体（第１の部材）、４１ａ…第１の部材の上面、４２…開閉アーム（第２の部
材）、４２ａ…第２の部材の上面、４３…ヒンジ部、４６…第１の位置決め用凹部、４７
…第２の位置決め用凹部、５１…第１の孔部、５２…第１の落下防止用ピン、５３…第２
の孔部、５４…第２の落下防止用ピン、７１ａ，７２ａ…雄ネジ部、８１…雌ネジ部、Ａ
…隙間、Ｒ…試料。
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